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水
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地
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年
も
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ま
し
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!!

　

昨
年
、「
農
業
と
自
然
環
境
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
、
安
心
安
全
な
食
の
供
給
に
適
し
た
環
境
の
地
域
」

と
し
て
、
環
境
王
国
の
認
定
を
受
け
る
な
ど
、
自
然
環
境
の
良
さ
が
認
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

春
に
な
っ
て
行
わ
れ
た
、
環
境
保
全
と
い
わ
れ
る
活
動
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。
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そ
の
１

　

５
月
11
日
に
、
湯
原
小
学
校
の

学
習
田
で
カ
キ
殻
の
散
布
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
田
植
え
を
前
に
土
壌

改
良
の
目
的
で
行
わ
れ
た
も
の
で

28
名
の
全
校
児
童
と
、
学
習
田
の

隣
に
あ
る
湯
原
保
育
所
の
園
児
７

名
も
お
手
伝
い
を
し
、
計
35
名
で

作
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

カ
キ
殻
は
石
灰
や
窒
素
、
リ
ン

酸
、
カ
リ
ウ
ム
な
ど
ミ
ネ
ラ
ル
分

が
多
く
含
ま
れ
、
土
壌
改
良
効
果

が
高
く
、
お
い
し
い
米
作
り
に
も

効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、「
七
ヶ
宿
源
流
米
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
の
梅
津
賢
一
さ
ん
ら

会
員
か
ら
指
導
を
受
け
、
５
ア
ー

ル
の
学
習
田
に
カ
キ
殻
50
キ
ロ
を

あ
っ
と
い
う
間
に
散
布
し
ま
し
た
。

　

湯
原
小
学
校
で
の
水
稲
栽
培
は

毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
昨
年

か
ら
水
源
の
町
の
水
源
地
に
あ
る

水
源
地
を
守
る
取
組
そ
の
２

　

５
月
23
日
に
、
湯
原
地
区
柳
沢

の
水
田
で
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
と
源

流
米
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
メ
ン
バ
ー

に
よ
る
田
植
え
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
な
ぜ
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
が
七
ヶ

宿
で
田
植
え
を
？
」
と
思
わ
れ
る

方
も
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
昨
年

の
源
流
米
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
中
心

に
し
た
、
七
ヶ
宿
の
環
境
保
全
水

稲
栽
培
の
取
組
を
見
た
サ
ッ
ポ
ロ

ビ
ー
ル
か
ら
、「
七
ヶ
宿
ダ
ム
の

水
を
利
用
し
て
ビ
ー
ル
を
製
造
し

て
い
る
私
達
に
も
、
七
ヶ
宿
で
取

り
組
む
環
境
保
全
活
動
は
と
て
も

重
要
な
こ
と
、
ぜ
ひ
一
緒
に
活
動

さ
せ
て
欲
し
い
」
と
申
し
出
が
あ

り
実
現
し
ま
し
た
。
田
植
え
を

行
っ
た
柳
沢
地
区
の
水
田
は
水
田

環
境
調
査
で
、
最
高
基
準
の
【
特

Ａ
】
に
認
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

七
ヶ
宿
の
環
境
保
全
米
は
、

サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
の
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
や
直
営
の
飲
食
店
な
ど
で
使
用

さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

今
回
の
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
と
の

交
流
は
、
食
の
安
全
と
い
う
付
加

価
値
を
つ
け
た
農
産
物
の
販
売
に

可
能
性
を
抱
か
せ
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。
水
源
地
の
環
境
を
守
る
取

組
を
下
流
域
の
住
民
と
一
緒
に

な
っ
て
取
り
組
む
活
動
で
あ
り
、

今
後
の
展
開
が
非
常
に
楽
し
み
で

す
。

水
源
地
を
守
る
取
組
そ
の
３

　

18
回
目
を
迎
え
た
東
日
本
放
送

グ
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
七
ヶ

宿
水
源
文
化
の
森
づ
く
り
」
が
、

４
月
29
日
に
柏
木
山
（
長
老
湖
近

く
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
仙
台

▲梅津さんの説明を聞く児童たち

▲楽しくカキ殻を散布▲家族での参加、大きく育ってね

▲不忘山をバックに植樹をする参加者のみなさん

▲田植機の運転も余裕の表情

▲補植を行なう社員のみなさん
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
水
守
の
郷
・
七
ヶ

宿
で
は
、
水
源
地
の
環
境
を
守
り
、

持
続
可
能
な
未
来
づ
く
り
に
つ
な

げ
る
、
つ
な
が
る
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
今
年
も
水
源
地
の
ゴ

ミ
ゼ
ロ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
催
し

ま
す
。
昨
年
は
ゴ
ミ
を
捨
て
な
い

標
語
募
集
を
行
い
ま
し
た
が
、
今

年
は
ゴ
ミ
箱
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス

ト
を
行
い
ま
す
。
自
然
に
と
け
込

む
景
観
、
ゴ
ミ
分
別
、
ゴ
ミ
減
量

な
ど
、
環
境
保
全
の
願
い
を
込
め

た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
入
れ
る
な
ど
、

七
ヶ
宿
の
自
然
景
観
に
配
慮
し
た

ゴ
ミ
箱
の
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

小
学
校
と
し
て
、
水
稲
の
新
品
種

「
や
ま
の
し
ず
く
」
の
栽
培
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
学
習
田
で
の
米

づ
く
り
を
と
お
し
て「
環
境
保
全
」

と
「
循
環
型
農
業
」
の
大
切
さ
を

学
習
し
て
い
ま
す
。

か
ら
バ
ス
２
台
に
分
乗
し
て
や
っ

て
き
た
親
子
連
れ
な
ど
72
名
の

参
加
者
は
、
七
ヶ
宿
町
内
の
緑
の

少
年
団
な
ど
70
名
と
一
緒
に
オ

オ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
や
コ
ナ
ラ
な
ど

１
８
６
０
本
の
苗
木
を
１
時
間
ほ

ど
か
け
て
植
樹
を
し
ま
し
た
。

　

未
来
の
子
供
た
ち
に
緑
豊
か
な

森
を
残
し
た
い
、
自
分
た
ち
の
命

の
源
で
あ
る
大
切
な
水
源
を
守
り

た
い
、
と
い
う
願
い
か
ら
東
日
本

放
送
で
は
、
平
成
４
年
か
ら
七
ヶ

宿
ダ
ム
の
上
流
に
広
葉
樹
の
苗
木

を
植
え
る
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
今
ま
で
に
20 

ヘ
ク
タ
ー

ル
、
４
８
，
１
２
０
本
の
植
樹
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

で
す
。
優
秀
作
品
は
、
７
月
26
日

に
開
催
さ
れ
る
木
工
教
室
で
製
作

し
て
も
ら
い
ま
す
。
完
成
し
た
ゴ

ミ
箱
は
、
七
ヶ
宿
ダ
ム
上
流
の
自

然
散
策
路
に
設
置
さ
れ
ま
す
。

●
応
募
方
法

①
ゴ
ミ
箱
の
デ
ッ
サ
ン
又
は
図
面

②
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、

年
齢
を
記
入
の
う
え
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。

●
応
募
締
め
切
り　

７
月
20
日
必
着

●
発
表　

７
月
31
日

●
お
問
い
合
せ
・
郵
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▲町内の至る所に見られるゴミの不法投棄


